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厚生労働大臣賞   石川県  室田 律子 様 （40代） 

 

 「キャーッ！！」私の叫び声が近所中に響き渡った。突然、夫が白目になって意識を失

い倒れたのだ。近所の人達に見守られながら、彼は救急車で病院に運ばれた。持病もなく

健康体そのものだったのに… 

 病名は原因不明の脳炎だった。主な症状は痙攣、発熱、頭痛、意識障害だが、現在でも

死亡する人もいる。元通りの状態になる人もいれば、記憶障害や高次脳機能障害などの後

遺症のために、社会復帰が困難となる重い病気だ。 

 私は深く、深く、絶望した。人工呼吸器を着けて眠る夫の横で泣きに泣いた。彼が倒れ

た日は、ちょうどお腹の子が生まれる予定日の 1か月前の日だったのだ。子供に会う日を

あんなに楽しみにしていたのに、この人は助かるの？助かったとしても、私達の事が誰か

わかるの？どうやって今後生活をしていけばいいの？色んな思いがグルグル頭を巡った。

神様はなんて意地悪なのと何度も何度も思った。 

 夫の意識が戻らないまま、私は男の子を出産した。夫は 13歳の時に父を亡くしていて、

いつも父親のいない子供の気持ちは自分が 1 番解ってると言ってた。だからこそ私達を

おいていくはずがないと思えた。私が夫と子供を守っていくしかないと強く決心した。 

 夫が目を覚ましたら何とかなるという期待は虚しく、彼の後遺症は予想以上に重く、私

が誰かわからなくなっていた。もちろん子供の事も。言葉も忘れてしまい、会話も出来な

い状態だった。作業療法士、理学療法士、言語聴覚士によるリハビリが始まった。だが回

復の兆しはなく、大人用と子供用のオムツを抱えながら、私は心が折れないよう、踏ん張

るのが精一杯だった。そして入院から 415 日経った日に夫は退院した。息子は既に 1 歳

になっていた。 

 私は家族を養えるよう、専門職に就こうと決めた。ファイナンシャルプランナーの勉強

中に年金という分野に出会い、社会保険労務士を目指すことにした。その知識のおかげで

路頭に迷わず、本当に救われた。 

 夫は会社員だったので傷病手当金を申請し、１年半後に障害年金を請求した。障害年金

１級の証書を受け取った時、私はその場で握り締めながら泣き崩れた。彼の症状は重いと
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判断された事はやはりショックだった。だが、これで私達の生活は当面は守られると安心

出来たのだ。そして病気で退職したため、失業保険の延長手続きをして、傷病手当金受給

後には特定求職者として通常よりも長い期間受給が出来た。出産費用は出産育児一時金で

賄えた。高額療養費制度で長期間の入院費はかなり助けられた。そうやってあらゆる社会

保険制度のおかげで、私達家族はずっと守られたのだった。 

 あれから 17 年経った今、夫は長いリハビリの甲斐があり、社会復帰し、働いている。

赤ちゃんだった息子は、高校２年生になった。そして私は社会保険労務士になった。 

 この素晴らしい社会保険制度に携わる仕事に誇りを持っている。あの時助けられた私が、

次は困っている誰かの一助になれればと思っている。それが私に出来る恩返しだ。年金の

仕事もしている。家族が病気でどうしたらいいかと落ち込んでいる人や、大事な人が亡く

なってこれからの生活に困っている人達に社会保険制度が守ってくれるから安心してと

伝えたい。もちろん、「保険」なので加入しないと保証はされない。自分は健康だから関

係ないと思っている人も、いつ病気になるかもわからないし、事故で障害を負うかもしれ

ない。だから関係ないなんて絶対に思わないで欲しい。「年金制度が破綻する」など誤っ

た情報に惑わされないよう、制度をしっかり伝え、必要な人に、必要な制度を届けられる

よう、これからも私は励み続けるでしょう。 

 最後になりますが、私達家族を守ってくださり心より御礼申し上げます。あの時、障害

年金を受給出来たおかげで、夫は社会復帰出来て、息子は立派に成長し、私は社会保険労

務士になれました。 


